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報告第１号

規約第１２条第１項の規定に基づく専決処分について

　下記のとおり専決処分したので，チャレンジいばらき県民運動規約第１２条第２項の規定

に基づき，報告いたします。

記

　チャレンジいばらき県民運動の令和元年度歳入歳出補正予算について，別記のとおり決

定するものとする。

　このことについては，総会が招集されるいとまがないことから，チャレンジいばらき県

民運動規約第１２条第１項の規定に基づき，専決処分する。

　　令和２年３月２４ 日

チャレンジいばらき県民運動　理事長　幡谷　浩史　　

 



－2－

別記

令和元年度　歳入歳出補正予算

 

（単位：千円）１　歳入の部
備　　考最終予算額

（Ａ＋Ｂ）
補正予算額
（Ｂ）

当初予算額
（Ａ）項　　目

２,４７２△ ４４０２,９１２１ 会  費

団体会員の減，会費未納２,３７０△ ８０２,４５０（１）会  費

賛助会員の減，賛助金未納１０２△ ３６０４６２（２）賛助金

２５,３７５△ ２,２００２７,５７５２ 補助金

チャレンジいばらき県民運動補助事業の確定（見込み）に伴う減２５,３７５△ ２,２００２７,５７５（１）茨城県

５,９６３△ ５０６,０１３３ 委託金

交流サルーン管理運営委託（５,１０３千円）
食を通じたエコライフ運動事業委託（２００千円）５,３０３０５,３０３（１）茨城県

花と緑の環境美化コンクール委託５１００５１０（２）茨城県教育委員会

１５０△ ５０２００（３）あしたの日本を創る協会

１,３０００１,３００４ 共催金

花いっぱい運動定着化促進事業８０００８００（１）げんでんふれあい茨城財団

作文コンクール５０００５００（２）日立財団

交流サルーン印刷機器等利用料収入の減６７４△ ２２６９００５ 諸収入
３,９９５０３,９９５６ 繰越金
３９,７７９△ ２,９１６４２,６９５計

（単位：千円）２　歳出の部
備　　考最終予算額

（Ａ＋Ｂ）
補正予算額
（Ｂ）

当初予算額
（Ａ）項　　目

１２,９６５△ ９２５１３,８９０１ 県民活動事業費

・共助社会づくりフォーラム（１,０００千円→２０８千円：△７９２千円）
・共助意識の醸成（作文コンクール）（１,２００千円→１,０２５千円：△１７５千円）
・共助社会づくりを実現するための人材活用（３,０００千円→３,０１７千円：１７千円）

４,２５０△ ９５０５,２００（１）幸せ人財育成サポート事業費

・おもてなし　いばらき花運動（１,９００千円→１,６９７千円：△２０３千円）
・花いっぱい運動定着化促進事業（１,６００千円→１,９００千円：３００千円）３,５９７９７３,５００（２）地域の幸せ力アップ事業費

・いばらき幸せ発信事業（２,０００千円→８５２千円：△１,１４８千円）
・県民運動ＰＲのための啓発品（２,５００千円→３,６９２千円：１,１９２千円）
・一人ひと自慢ひと幸せ発信運動（７０千円→２千円：△６８千円）

４,５４６△ ２４４,５７０（３）幸せ発信力アップ事業費

・ＩＴ活用検討会（１２０千円→１８千円：△１０２千円）
・ＨＰ管理費（５００千円→５５４千円：５４千円）５７２△ ４８６２０（４）ＩＴ活用推進事業費

・若い世代とつくる新たな地域づくり（１,５００千円→６３５千円：△８６５千円）
・地域活動サポート事業（２,１００千円→１,３８５千円：△７１５千円）２,０２０△ １,５８０３,６００２　地域活動支援事業費

・ＮＰＯ等連携協働促進事業費（円卓会議）（５００千円→１５０千円：△３５０千円）
・団体連携事業費（７００千円→３５６千円：△３４４千円）
・交流サルーン管理運営費（６,０００千円→５,７７５千円：△２２５千円）

６,２８１△ ９１９７,２００３  ＮＰＯ等連携協働事業費

１３,８８０△ ３,１２５１７,００５４ 運営費

人件費の確定（見込み）に伴う増１１,２００３２９１０,８７１(１)人件費

理事会，アドバイザー，推進員の旅費等の確定（見込み）に伴う減３０１△ １,１９９１,５００(２)会議費等

消耗品費，印刷製本費，通信運搬費等の確定（見込み）に伴う減２,３７９△ ２,２５５４,６３４(３)管理費

０△ １,０００１,０００５ 予備費
３５,１４６△ ７,５４９４２,６９５計

※歳入最終予算額－歳出最終予算額＝繰越見込額（※年度間調整費用）

４,６３３千円
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第１号議案

令和元年度事業報告

（提案理由）

別記のとおり，令和元年度事業を報告し，議決承認を求めるものであります。

＜事業報告 目次＞

　　１　会務に関する事項 ………………………………………………………………………  ４

　　２　チャレンジいばらき県民運動の展開 …………………………………………………  ６

　　（１）「幸せ人財育成のサポート」に関する事項 ………………………………………  ６

　　（２）「地域の幸せ力アップ」に関する事項 ……………………………………………  １０

　　（３）「幸せ発信力アップ」に関する事項 ………………………………………………  １３

　　（４）「ＩＴの活用による幸せ力向上のサポート」に関する事項 ………………………  １４

　　（５） 県内地域における県民運動の推進 …………………………………………………  １４

＜付属表＞

　　別表１：市町村別地域活動員（ネットワーカー）委嘱者数 ………………………………  １９

　　別表２：ネットワーカー等連絡協議会設立状況 …………………………………………  ２０

　　別表３：市町村県民運動推進組織設立状況 ………………………………………………  ２１

　　別表４：令和元年度交流サルーンいばらき利用状況一覧 ………………………………  ２３

　　別表５：令和元年度チャレンジいばらき県民運動後援事業一覧 ………………………  ２４
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別　記

令和元年度　事業報告

　令和元年度は，共助による新しい茨城の実現に向けて，県民，ＮＰＯ，団体，企業，大学，
行政が連携しながら，地域課題に挑戦する県民の主体的な県民運動を推進しました。

１　会務に関する事項
（１）総会（第２６回）の開催

（２）理事会の開催
　　【第１回理事会】

　　【第２回理事会】

（３）アドバイザーの活用
　　　令和元年度事業計画で掲げた「共助による新しい茨城の実現に向けて社会の課題に

令和元年５月２８日（火）１１：００～日　時
茨城県総合福祉会館　コミュニティホール場　所
会員２４５名中 ２１７名出席（委任状１４４名含む）出席数
議案第１号　平成３０年度事業報告について
議案第２号　平成３０年度歳入歳出決算報告及び監査報告について
議案第３号　令和元年度事業計画（案）について
議案第４号　令和元年度歳入歳出予算（案）について
議案第５号　役員の選任（案）について

議　事

いずれも原案承認又は可決結　果

令和元年５月２８日（火）９：３０～日　時
茨城県総合福祉会館　多目的室場　所
理事２７名中 ２４名出席（委任状９名含む），監事２名中 ２名出席出席数
議案第１号　平成３０年度事業報告について
議案第２号　平成３０年度歳入歳出決算報告及び監査報告について
議案第３号　令和元年度事業計画（案）について
議案第４号　令和元年度歳入歳出予算（案）について
議案第５号　役員の選任（案）について

議　事

いずれも原案承認又は可決結　果

令和２年３月２４日（火）日　時
書面開催場　所
理事２６名中 ２６名から書面表決書提出あり出席数
報告第１号　令和元年度事業執行状況について
議案第１号　令和元年度歳入歳出補正予算（案）について
議案第２号　令和２年度事業計画（案）について
議案第３号　令和２年度歳入歳出予算（案）について
議案第４号　チャレンジいばらき県民運動グループ設置要項の改正

について
議案第５号　チャレンジいばらき県民運動県民活動推進員の選任

（案）について

議　事

いずれも原案承認又は可決結　果
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　　挑戦する県民運動」を展開していくに当たり，その推進方策等について専門アドバイ
　　ザーから意見・助言をいただきました。
　　〇横須賀聡子アドバイザー（新しい共助社会づくり）

・身近な地域課題解決の担い手となる人財の活用について（平成３１年４月８日，令
和元年６月１８日）
・共助意識の醸成を図るためのフォーラム開催について（令和２年１月１２日，同２
月９日）

（４）県民活動推進員の活動
    　ア　県民活動推進員会議（全体会議）の開催

　　イ　各グループ会議の開催
　　　【人財サポートグループ】

　　　【地域活動支援グループ】

平成３１年４月１８日（木） １３：３０～日　時

第１回
茨城県三の丸庁舎（３Ｆ） 共用会議室Ａ場　所
２８名中２４名出席出席数
・平成３１年度のグループ構成及び正副リーダーの決定
・平成３１年度事業計画（案）の説明と意見交換内　容

令和２年１月２１日（火） １１：００～日　時

第２回
茨城県三の丸庁舎（２Ｆ） 交流サルーンいばらき会議室場　所
２８名中 １７名出席出席数
・県民活動推進員の任期の取扱い
・県民運動の事業展開に関する意見交換内　容

平成３１年４月１８日（木） １４：００～日　時

第１回 茨城県三の丸庁舎（３Ｆ） 共用会議室Ａ場　所
１３名中１０名出席出席数
・Ｈ３１年度事業スケジュール（案）について協議内　容
令和元年５月１７日（金） １４：００～日　時

第２回 茨城県三の丸庁舎（２Ｆ） 交流サルーンいばらきフリースペース場　所
１３名中１０名出席出席数
・令和元年度作文コンクールの進め方について協議内　容
令和元年９月１３日（金） １０：００～日　時

第３回 茨城県三の丸庁舎（３Ｆ） 共用会議室Ａ場　所
１３名中１０名出席出席数
・令和元年度作文コンクール応募書類整理内　容
令和元年１０月３日（木） １０：００～日　時

第４回 茨城県三の丸庁舎（３Ｆ） 共用会議室Ａ場　所
１３名中６名出席出席数
・令和元年度作文コンクールの審査内　容

平成３１年４月１８日（木） １４：００～日　時

第１回 茨城県三の丸庁舎（３Ｆ） 共用会議室Ａ場　所
１０名中１０名出席出席数
・Ｈ３１年度事業スケジュール（案）について協議内　容
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　　　【魅力発見・発信グループ】

　　　【ＩＴ活用グループ】

２　チャレンジいばらき県民運動の展開
　　令和元年度事業計画に掲げた５つの柱に基づき各種事業を展開しました。

（１）「幸せ人財育成のサポート」に関する事項
　郷土いばらきの優れた魅力や資源などを自慢できる次世代を担う人財育成のサポー
トに取り組んだほか，共助による新しい茨城づくりの実現に向けて「コミュニティ
ワーク実践講座」を開講し，身近な地域課題解決の担い手となる人財の育成に努めま
した。
　また，移動支援と居場所づくりを中心とした共助社会づくりフォーラムを開催し，
共助意識の醸成を図りました。

令和元年７月２３日（火） １３：３０～日　時

第２回
茨城県三の丸庁舎（２Ｆ） 交流サルーンいばらき会議室場　所
１０名中６名出席出席数
・第４７回花と緑の環境美化コンクールに係る応募書類の整
理，現地審査のスケジュール及び役割分担等について協議内　容

平成３１年４月１８日（木） １４：００～日　時

第１回 茨城県三の丸庁舎（３Ｆ） 共用会議室Ａ場　所
５名中４名出席出席数
・Ｈ３１年度事業スケジュール（案）について協議内　容
令和元年５月１４日（火） １０：００～日　時

第２回
茨城県三の丸庁舎（２Ｆ） 交流サルーンいばらき会議室場　所
５名中５名出席出席数
・「ちゃれいばレター（９月発行）」掲載内容の検討
・チャレンジいばらき県民運動ホームページ掲載内容の検討内　容

令和元年７月２９日（月） １０：００～日　時

第３回
茨城県三の丸庁舎（２Ｆ） 交流サルーンいばらき会議室場　所
５名中５名出席出席数
・広報紙の企画・編集に関する実践的研修
＜講師＞㈱日宣メディックス 企画・編集チーム　鈴木　篤 氏内　容

令和元年１２月５日（木） １５：２０～日　時

第４回 水戸プラザホテル内場　所
５名中４名出席出席数
・「ちゃれいばレター（３月発行）」の編集・発行について協議内　容

平成３１年４月１８日（木） １４：００～日　時

第１回 茨城県三の丸庁舎（３Ｆ） 共用会議室Ａ場　所
５名中５名出席出席数
・ＩＴを活用した県民運動について意見交換内　容
令和元年５月２８日（火） １５：００～日　時

第２回 茨城県総合福祉会館 フリースペース場　所
５名中５名出席出席数
・ＩＴを活用した県民運動の事例紹介と意見交換内　容
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　　ア　令和元年度作文コンクールの実施（公益財団法人日立財団との共催事業）
　個性と創造性に富む心豊かな人づくりを目的に，令和元年度は，本県の未来を担
う子どもたちに，茨城の豊かさや暮らしやすさ，伝統文化のすばらしさ，さらには
茨城の科学技術を再認識してもらうため，「わたしの住む町」をテーマとして作品
を募集しました。
　この結果，県内小・中学校の児童・生徒から１２,４３５点の応募があり，各学校内の
審査を経て推薦のあった１,６６９点について，厳正な審査により，優秀作品４５点を選
考し表彰しました。
　また，受賞作品集を作成し，チャレンジいばらき県民運動のホームページ上で公
開するなど，子どもたち目線で見た本県の魅力発信につなげました。

【応募状況】

　　　【審査】

　　　・審査結果（表彰対象）

　　　【審査結果（各賞決定）】

　　イ　コミュニティワーク実践講座の開催
　共助の推進に向けて，身近な地域課題の解決を支援する人財を養成するための連
続講座「コミュニティワーク実践講座」を実施しました。

 

計中学校小学校部　門
賞　名 高学年低学年

３１１１茨城県知事賞
３１１１日立財団 小平記念賞
３１１１茨城県教育委員会教育長賞
３１１１茨城新聞社長賞
３１１１チャレンジいばらき県民運動理事長賞
３０１０１０１０日立財団 奨励賞
４５１５１５１５合　計

わたしの住む町テ ー マ
６月１０日（月）～９月６日（金）募集期間

※応募総数：
１２,４３５点

１,９３８点低学年（１～３年）の部小学校の部応 募 数 ３,５５５点高学年（４～６年）の部
６,９４２点中学校の部

審査体制審査結果審査日
川嶋審査委員長（茨城大学教育
学部教授）から指導を受けてい
る同大の学生２１名

２１０点を選定９月１７日
（火）一次審査

県民活動推進員（人財サポート
グループ）１３名９１点を選定１０月３日

（木）二次審査

作文コンクール審査委員会委員
９名
※委員長：川嶋秀之茨城大学教
　　　　　育学部教授

４５点を選定１０月３１日
（木）最終審査
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　　　【第１回講座】

　　　【第２回講座】

　　　【第３回講座】

　　　【第４回講座】

 

令和元年１０月２０日（日） １０：００～１６：３０日　時
茨城県労働福祉会館 会議室会 場
〇講義：「コミュニティワークとは何か」
〇講師：大学教授・臨床心理士　武田 信子 氏内 容 〇講義：「コミュニティワーカーとは誰か」
〇講師：大学非常勤講師・ＮＰＯ法人理事　西川　正 氏
２５人受講者

令和元年１１月３０日（土） １０：００～１６：３０日　時
茨城県三の丸庁舎（３Ｆ） 共用会議室Ａ会 場
〇講義：「市民性の向上と支援」
〇講師：社会福祉士・ＮＰＯ法人事務局長　斎　典 道 氏

内 容 〇講義：「傾聴・情報収集」
〇講師：大学常勤講師・社会福祉士　土屋 佳子 氏
〇講義：「分析～コミュニティワークエクササイズ集～」
〇講師：ＮＰＯ法人代表　横須賀 聡子 氏
２６人受講者

令和２年１月１２日（日） １０：００～１６：３０日　時
茨城県三の丸庁舎（３Ｆ） 共用会議室Ａ会 場
〇講義：「ファシリテーションⅠ・Ⅱ」
〇講師：看護師・認定ワークショップデザイナー　浦山　絵里 氏

内 容 〇講義：「地域実践プランニング」
〇講師：大学教授・臨床心理士　武田 信子 氏
　　　　看護師・認定ワークショップデザイナー　浦山　絵里 氏
２９人受講者

令和２年２月９日（日） １０：００～１６：３０日　時
茨城県三の丸庁舎（３Ｆ） 共用会議室Ａ会 場
〇講義：「地域を巻き込むリーダーシップ」
〇講師：研究所所員・ＮＰＯ法人代表　池本 修悟 氏

内 容 〇講義：「交渉・行政との協働」
〇講師：研究所所員・ＮＰＯ法人代表　池本　修悟 氏
　　　　大学常勤講師・ＮＰＯ法人代表　松田　妙子 氏
２２人受講者
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　　　【現地研修】
　地域のリサーチと分析，地域課題発見・解決のためのヒアリングなど，コミュ
ニティワークの手法を実際の現場等において実践・研修しました。

　　ウ　共助社会づくりフォーラムの開催
　移動支援と居場所づくりを中心とした共助社会づくりフォーラムを開催し，共助
意識の醸成を図りました。
【共助社会づくりフォーラムの概要】

　　エ　「いばらき教     育        の日」推進大会の支援
みんなで教育を考える

　関係３８団体で構成する「いばらき教育の日」推進協議会（会長：幡谷浩史）に参
画し，豊かな心と確かな学力を備えた明日の茨城を担う子どもたちを育成し，地域
社会の形成に主体的に参画することのできる人づくりの進展に資することを目的に
開催した「いばらき教育の日」推進大会を支援しました。
【推進大会の概要】

県南地区鹿行地区県央地区
令和２年２月２２日（土）
１０：００～１３：００

令和２年１月２５日（土）
１３：００～１６：００

Ｒ１.１１.１０～Ｒ２.１.１８まで
計８回実施日　時

つくば市鹿嶋市豊郷公民館裏山水戸市飯富地区場　所
事例をもとにしたコ
ミュニティワーク実践
ミートアップ

冒険遊び場ゆたかな郷
での傾聴・情報収集

台風１９号により被害を
受けた飯富地区でのコ
ミュニティワーク

内　容

令和２年２月２１日（金） １４：００～日　時
茨城県県西生涯学習センター 多目的ホール会 場
＜基調講演＞
　○演　題：「移動支援について」
　○講　師：茨城大学大学院教授　山田　稔 氏
＜事例発表＞
　○演　題：「たまり場・たろうの活動を通して」
　○発表者：たまり場・たろう主宰　小松﨑 登美子 氏
＜パネルディスカッション＞
　○テーマ：共助社会づくりに向けて
　　　　　　～移動支援と居場所づくりを中心に～
　○コーディネーター
　　茨城大学大学院教授　山田　稔 氏
　○パネリスト（４名）
　　「たまり場・たろう」主宰　小松﨑 登美子 氏
　　「おしゃべりサロンうきうき」運営グループ長　大和田 峯子氏
　　「高倉地域づくりの会」事務局長　佐川 憲一郎 氏
　　「ＮＰＯ法人セカンドリーグ茨城」理事長　横須賀 聡子 氏

内 容

３１８人参加者

令和元年１１月１日（金） １０：００～日　時
ザ・ヒロサワ・シティ会館 大ホール会 場
〇表　　彰　優秀標語表彰，善行表彰など
〇活動発表　水戸葵陵高等学校書道部
〇記念講演　演題：「幸せの条件」
　　　　　　講師：奈良・薬師寺 執事長　大谷　徹奘 氏

内 容

約１,５００人参加者
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（２）「地域の幸せ力アップ」に関する事項
　一人ひとりが，地域の担い手として支え合う，新しいコミュニティづくりの検討や
花と緑で潤いのある地域づくりを進め，住み続けたくなるいばらきづくりや地域力の
向上に取り組みました。

　　ア　おもてなし いばらき花運動の推進
①第４７回花と緑の環境美化コンクールの実施（茨城県教育委員会委託事業）
　豊かな地域づくりを目指し，花いっぱい運動ですばらしい成果を上げている地
域・団体・職場・学校を顕彰し，環境美化及び集団活動における優れた取り組みを
広げ，花いっぱい運動が地域や団体に根ざした運動となるよう推進することを目的
に実施しました。

【市町村審査】
　市町村を通じて募集要項を配布。市町村における審査を経て，チャレンジいばら
き県民運動に推薦されました。（募集期間：令和元年５月１３日～７月２日）

【中央審査】
　市町村審査を経て推薦された１０２団体について，チャレンジいばらき県民運動に設
置した「花と緑の環境美化コンクール中央審査委員会（委員１２名。委員長：学識経
験者・櫻井茂幸氏）」において，書類審査及び現地審査を行い，各賞を決定しまし
た。

【審査結果（各賞決定）】

合　計学校の部団体・職場
の部

おもてなし
花壇の部

フラワー
ロードの部

７０４２２７２６０１８０３７応募数
１０２３５３０２２１５市町村審査（推薦数）

審査結果場　所審査日時
書類審査の結果，４８団体を
二次審査の対象として選考

県三の丸庁舎
（共用会議室Ｂ）

７月３１日（水）
１３：００～

一次審査
（書類審査）

審査対象団体に立ち合いを
いただき管理状況や地域と
の関わりなどについて審査

現地
４８団体の花壇を
６日間で審査

８月
２１日，２２日，２３日，
２７日，２８日，２９日

二次審査
（現地審査）

現地審査の結果を踏まえ，
各賞を選考

県三の丸庁舎
（共用会議室Ｂ）

９月５日（木）
１０：００～最終審査

計学校の部団体・職
場の部

おもてなし
花壇の部

フ ラ ワ ー
ロードの部

部　門
賞　名

４１１１１ 茨城県知事賞
４１１１１ 茨城県教育委員会教育長賞
４１１１１ 茨城新聞社長賞
４１１１１ 茨城県花き園芸協会長賞
４１１１１ 茨城県造園建設業協会長賞
４１１１１ チャレンジいばらき県民運動理事長賞
３１１１該当なし茨城国体・障害者スポーツ大会局長賞
２７７７７６ 合　計
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【茨城国体・障害者スポーツ大会に向けた取り組み】
・４５年ぶりに本県で開催された茨城国体と連動した取り組みとして，「茨城国
体・障害者スポーツ大会局長賞」を特別に設け，コンクール参加団体や地域の
方々の花いっぱいによる「おもてなしの心」の醸成を図りました。

【ＩＴを活用した花いっぱい運動の情報発信】
・インターネットやＳＮＳなどを活用して，花と緑の環境美化コンクールや参加団
体の活動の様子を広く情報発信しました。
・また，各賞を受賞した団体の紹介動画を作成し，ＹｏｕＴｕｂｅやホームページで
公開するなど，取り組み意欲の向上と花いっぱい運動の拡大に努めました。

　　　②令和元年度花いっぱい運動定着化促進事業の実施（公益財団法人げんでんふれあ
　い茨城財団助成事業）
　花づくりを通した地域コミュニティの再生・活性化を図るとともに，花いっぱい
運動がさらに定着し，発展していくきっかけとなることを目的に実施しました。

【応募状況】
・市町村を通じて募集要項を広く配布したほか，ホームページ等での広報を実施
し，令和元年６月３日から８月３０日にかけて募集を行ったところ，５４の団体・
学校から応募がありました。

【審査】
・令和元年９月１９日に「花いっぱい運動定着化促進事業審査委員会（委員５名。
委員長: 学識経験者・櫻井茂幸氏）」を開催し，３０の団体・学校を認定団体とし
て選考しました。
・この事業により認定された団体には，花壇づくりに必要な経費を助成し，花
いっぱい運動の拡大と花壇づくりを通しての地域コミュニティ活性化のきっか
けづくり，さらには，活動報告を３年間継続して提出していただくことにより，
花いっぱい運動の定着化につなげました。

【参考：地区別内訳】

　　イ　チャレンジいばらき県民運動のつどいの開催
　午前の「花の部」では，花と緑の環境美化コンクールの表彰と花壇づくりに意欲
的に取り組む団体への認定証交付を行い，出席者同士の交流と花いっぱい運動の更
なる展開を図りました。
　午後の「作文の部」では，作文コンクールの表彰を行い，本県の将来を担う小・
中学生に，自分の町の良さを見つめ直し，その魅力を伝えてもらうことができまし
た。

 

合　計県　西県　南鹿　行県　北県　央
５４１１１５４９１５応募数
３０３１１２７７認定数
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【県民運動のつどい概要】

　　ウ　企業や大学との連携・協働
　各地域が抱える身近な地域課題の発見や解決に向けて，市町村ネットワーカー協
議会等と企業や大学の仲介・調整役となって，連携・協働した事業を実施しました。

①城里町古内地区コミュニティ活性化事業
・古内茶の振興や地域活性化などの課題を抱える城里町古内地区において，地域
の資源と人材を活用し，地域コミュニティの活性化に加え，交流人口の拡大に
よる地域振興を目的に，しろさとネットワーカー等連絡協議会が中心となり，
筑波大学や常磐大学と連携・協働して実施した「庭先カフェ」を支援しました。
・庭先カフェとは，茨城三大銘茶の一つである「古内茶」や古民家などの地域資
源を活かして，お茶生産農家等の庭先でお茶とオリジナルのお茶請けを提供し，
来訪者をもてなす取り組みです。

【第１回古内茶庭先カフェの概要】

【第２回古内茶庭先カフェの概要】

　　　

 

令和元年１２月５日（木） １０：３０～１５：３０日　時
水戸プラザホテル（１Ｆ） ガーデンルーム会　場
チャレンジいばらき県民運動，公益財団法人げんでんふれいあい茨城財
団，公益財団法人日立財団主　催

＜花の部＞
　第４７回花と緑の環境美化コンクール表彰
　令和元年度花いっぱい運動定着化促進事業認定証交付
＜作文の部＞
　令和元年度作文コンクール表彰
　令和元年度作文コンクール知事賞受賞者作文発表

内　容

３１８人参加者

令和元年６月２日（日）期　日
城里町古内地区場　所
しろさとネットワーカー等連絡協議会，チャレンジいばらき県民運動，
筑波大学芸術系 渡研究室主　催

古内地区地域協議会，古内茶生産組合，城里町役場協　力
お茶農家を中心に，古内地区の民家９軒で庭先カフェを開催内　容
約３９０人来場者

令和元年１１月１６日（土）期　日
城里町古内地区場　所
しろさとネットワーカー等連絡協議会，チャレンジいばらき県民運動，
筑波大学芸術系 渡研究室主　催

古内地区地域協議会，古内茶生産組合，城里町役場，城里町地域おこし
協力隊，城里町開発公社，水戸農業協同組合北部営農資材センター，筑
波大学ａｄｐ「茨城メイクアップ」，常磐大学 砂金ゼミ

協　力

古内地区の民家８軒で庭先カフェを開催したほか，古内茶を使ったオリ
ジナルスイーツの提供や，日本茶インストラクターによる日本茶講座を
実施

内　容

約３５０人来場者
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②「パラスポーツ」を通じた共生・共助社会づくり事業
・パラスポーツをきっかけとして，障害への理解促進を図り，共生・共助社会の
実現につなげることを目的に，つくば市ネットワーカーの会とＴＳＳボランティ
アＴＲＩＣＯＬＯＲ（常磐大学・常磐短期大学）との連携・協働を支援し，㈱カス
ミ主催の「つくパラ・２０２０」においてワークショップを実施しました。
　　
【「つくパラ・２０２０」ワークショップの概要】

（３）「幸せ発信力アップ」に関する事項
　地域で活躍する人，伝統文化，方言や豊かな自然など本県の素晴らしい資源を発信
し，茨城の豊かさを自慢する力を養い，魅力度向上に取り組みました。

ア　広報紙「ちゃれいばレター」の発行
　チャレンジいばらき県民運動の活動や地域で取り組まれている様々な活動を紹介
する広報紙を２回発行し，県民運動の広報活動に努めました。

【「ちゃれいばレター」の発行】

イ　広報紙技術研修会の開催（再掲）
　広報紙編集を担当する県民活動推進員（魅力発見・発信グループ）を主な対象と
して，専門の講師を招き，広報紙のあり方や取材の仕方，紙面の校正・確認，写真
の撮り方などを研修し，スキルアップを図りました。

ウ　インターネットによる各種情報の配信
　各種ツールを活用し，チャレンジいばらき県民運動事業，寺子屋サルーンや地域
活動団体向けの各種助成金などの交流サルーンいばらき関連情報，さらには，ネッ
トワーカー等連絡協議会の活動情報などを配信し，広く周知・広報しました。

令和２年２月９日（日）期　日
つくば市桜総合体育館会　場
つくば市ネットワーカーの会，ＴＳＳボランティアＴＲＩＣＯＬＯＲ（常磐大
学・常磐短期大学），チャレンジいばらき県民運動実施者

ワークショップとしてハンドアーチェリーのピンづくり，フェイスペイン
トを実施したほか，インスタボードを会場に設置内　容

３２５人来場者
「つくパラ・２０２０」は，㈱カスミとつくば市の共催により開催した車い
すバスケットやボッチャなどのパラスポーツ体験イベントであり，当日の
来場者は約７２０人

備　考

令和元年７月２９日（月） １０：００～日　時
茨城県三の丸庁舎（２Ｆ）交流サルーンいばらき会議室会　場
㈱日宣メディックス　企画・編集チーム　鈴木　篤 氏講　師
県民活動推進員（魅力発見・発信グループ）など１１名受講者

主な掲載内容発行部数発行月
総会開催結果，茨城国体に向けた花いっぱい運動，
水質浄化運動，古内茶庭先カフェなど６,０００部９月vol.３

県民運動のつどい，ネットワーカー活動推進大会，
コミュニティワーク実践講座など６,０００部３月vol.４
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　○ホームページアクセス数：７３,６５９件

エ　ラジオや新聞を活用した情報発信
　作文コンクールで知事賞を受賞した児童・生徒による作品朗読のラジオ放送，花
と緑の環境美化コンクール知事賞の花壇写真などを新聞に掲載し，本県の魅力を発
信するとともに，活動団体等の意欲向上とさらなる活動拡大につなげました。

オ　花と緑の環境美化コンクール入賞作品の動画配信（再掲）

カ　作文コンクール受賞作品集のホームページ公開（再掲）

キ　企業とコラボした県民運動のＰＲ
　若い世代に影響力のある地元プロスポーツチーム「茨城ロボッツ」とコラボレー
ションしたエコバッグを作製し，プラスチックごみ削減とマイバッグ運動のさらな
る促進を図り，環境保護に対する啓発を行いました。

（４）「ＩＴの活用による幸せ力向上のサポート」に関する事項

　　ア　Ｗｅｂ会議による業務の効率化と意思決定の迅速化
　関係者同士が離れた場所からでもインターネットを介して会議等ができるＷｅｂ会
議システムを活用し，コミュニケーションの円滑化を図りました。
【実績】

イ　地域活動投稿フォームによる情報収集
　チャレンジいばらき県民運動のホームページ上に投稿フォームを設け，県内各地
域の情報や地域活動員（ネットワーカー）の活動情報を収集しました。

（５） 県内地域における県民運動の推進

　　ア　ＮＰＯ等の活動支援
　ＮＰＯ等の活動支援，団体・企業・行政とＮＰＯとの連携・協働を推進しました。
①交流サルーンいばらきの管理・運営
　ＮＰＯやボランティア団体などの社会貢献活動を支援するため，講座の開催，会議
室の無料開放，印刷機器の低料金化など，利用環境を整備し，広く利用促進を図り
ました。
【交流サルーンいばらきの利用状況（詳細は別表４参照）】

古内茶庭先カフェＷｅｂ会議（２回目）古内茶庭先カフェＷｅｂ会議（１回目）
令和元年６月２４日（月） １７：００～令和元年５月１５日（水） １８：００～日　時
城里町役場～筑波大学芸術棟城里町役場～筑波大学芸術棟場　所
約３０人約３０人出席者

平成１１年１１月１１日開 設 日
２８３日開館日数令和元年度

利 用 状 況 １０,６３３人（１日平均３７.６人）利用者数
※参考：開設からの累計利用者数２０９,３６３人／開館日数５,７２３日／１日平均３６.６人
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②講座等の開催
　ＮＰＯや地域活動団体が，主体的に学習し交流するための小規模な学び合いの場と
なる「寺子屋サルーン」を３回開催しました。

③交流サルーンいばらきのＰＲ
　交流サルーンいばらきの利用促進を図るため，リーフレットを活用した周知に努
めました。

④ＮＰＯ等連携協働促進事業
　皆が共に助け合い，支え合う「共助社会づくり」を推進するため，フォーラムや
セミナー等を開催しました。
【地域円卓会議 ｉｎ 茨城２０２０】

【ＮＰＯ組織基盤強化セミナー】

令和２年２月１９日（水） １３：００～日　時
茨城県県南生涯学習センター会　場
○全体会
　・外国ルーツの家族の状況と情報支援について
　・各セクターにおける外国人の受け入れ状況について
○分科会
　①外国人の避難訓練について
　②新型コロナウィルスの情報提供について

内　容

２０人参加者

１２月１８日（水）
１３：３０～

１２月１０日（火）
１３：３０～

令和元年１２月４日（水）
１３：３０～日　時

古河市中央公民館つくばカピオ水戸市役所会　場
７人１４人１３人参加者

○ＮＰＯ法改正，会計・税務・労務・総務　等
○講師：ＮＰＯ法人茨城ＮＰＯセンター・コモンズ　常務理事・事務局長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大野　覚 氏

内　容

令和元年７月２７日（土） １３：００～日　時第１回

＜通算＞
１９回目

交流サルーンいばらき フリースペース会　場
○テーマ：「新しい活動を立ち上げよう！」
○講　師：モジャとメガネ。加藤　雅史 氏内　容

６人参加者
令和元年１０月２０日（日） １３：００～日　時第２回

＜通算＞
２０回目

交流サルーンいばらき フリースペース会　場
○テーマ：「自立に悩む若者と保護犬の再出発」
○講　師：ＮＰＯ法人キドックス 代表理事　上山 琴美 氏内　容

１１人参加者
令和２年１月２５日（土）　１３：００～日　時第３回

＜通算＞
２１回目

交流サルーンいばらき フリースペース会　場
○テーマ：「イノシシレザーに学ぶ！身近な地域資源の活かし方」
○講　師：サングリエ　瀬川　礼江 氏内　容

１７人参加者



－16－

　　イ　地域活動員（ネットワーカー）による県民運動の推進
　地域活動員及び市町村との連携を密にし，県民運動の地域への浸透を推進しまし
た。
①令和元年度地域活動員委嘱状交付式の開催

②ネットワーカー活動推進大会の開催
　地域活動員（ネットワーカー）が一堂に会し，実践活動の事例発表や情報交換を
通じて，研鑽と交流を深めることにより，今後の地域活動の活性化につなげること
を目的として開催しました。

③ネットワーカー等連絡協議会代表者会議の開催
　ネットワーカー等連絡協議会とチャレンジいばらき県民運動との連携強化を図る
目的で開催しました。

④市町村ネットワーカー等連絡協議会への助成
　県内各地において地域活動を実践し，県民運動の普及に努めているネットワー
カーの活動を支援するため，３６の市町村ネットワーカー等連絡協議会に対し助成を
行いました。

　　ウ　団体等との連携の促進
　各種団体や企業，行政との連携を強化し，チャレンジいばらき県民運動の一層の
推進に努めました。

①地域コミュニティ活動の推進
　あいさつ・声かけ運動などによりコミュニケーションの輪を広げ，地域コミュニ
ティの活性化や地域コミュニティのネットワークの強化を図りました。

【あいさつ・声かけ運動】
・家庭，学校，地域で，大人と子ども・大人同士・子ども同士のコミュニケー

令和２年２月２１日（金） １３：００～日　時
茨城県県西生涯学習センター 多目的ホール会　場
○令和元年度新規地域活動員（３２名）に対して委嘱状を交付
  ＜参考＞
   　地域活動員総数：９６０人（令和２年３月３１日現在）
　　 　　　　　　　　※市町村別内訳は別表１のとおり

内　容

令和２年２月２１日（金） １３：００～日　時
茨城県県西生涯学習センター 多目的ホール会　場

共助の取組を広げよう！テーマ

内　容 開会行事
委嘱状交付式（前掲）第一部

フォーラム（前掲）第二部
３１８人参加者

令和元年７月５日（金） １３：００～日　時
茨城県開発公社ビル（４Ｆ） 大会議室会　場
・令和元年度チャレンジいばらき県民運動の事業内容等説明
・事例発表（城里町古内地区コミュニティ活性化事業ほか）
・ブロック毎の意見交換

内　容

１０１人参加者
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ションの輪を広げ，地域住民の連帯感の醸成を図るため，公益社団法人茨城県
青少年育成協会を中心に連携して，全県的な運動を展開しています。
・１１月の「いばらき教育月間」には，県内の主要鉄道駅において，あいさつ・声
かけ運動街頭啓発を実施しました。
　　１１/ １（金）…水戸駅，日立駅，土浦駅
　　１１/ ５（火）…新鉾田駅，つくば駅
　　１１/ ６（水）…下館駅
　　１０/１５（火）…守谷駅

②水質浄化運動の推進
　プラスチックごみによる海洋汚染問題が大きくクローズアップされており，清掃
活動終了後には，オリジナルのエコバッグを参加者に配布し，一層のマイバッグ運
動を推進しました。

【ひぬま流域クリーン作戦】

【第９３回霞ヶ浦・北浦地域清掃大作戦拠点地区事業】

③他団体への後援
　他の団体が行う活動で，県民運動の趣旨に合致し，県民運動の推進に寄与するも
のについて，後援を行いました。
【後援名義使用承認件数（詳細は別表５参照）】

④会員の拡大
　各種会議，広報紙やホームページ等により新規会員の募集に努めました。

　エ　生活学校との連携・協働
　地球温暖化や廃棄物問題など年々深刻化する地球規模での環境問題を解決するため，

令和元年７月１３日（土）期  　日
涸沼自然公園（茨城町）周辺の涸沼湖畔場　  所
クリーンアップひぬまネットワーク，チャレンジいばらき県民運動主　  催
ネットワーク会員（流域住民・企業），各ボランティア団体，茨城
町内中学校２校，地域活動員（ネットワーカー），一般県民参加主体

涸沼自然公園を起点に東西４コースに分かれ，湖畔のゴミ拾い作業内　  容
６０９人参 加 者

令和２年３月１日（日）　※中止期  　日
土浦市霞ヶ浦総合公園周辺湖岸並びに湖内場　  所
霞ヶ浦問題協議会，チャレンジいばらき県民運動，（公財）茨城県企
業公社，土浦市主　  催

新型コロナウィルス感染拡大防止のため中止（Ｒ２.２.２５決定）参 加 者

団体数分　野団体数分　野
１まちづくり関連３青少年育成関連
１芸術，文化，スポーツ関連４環境関連
３その他４福祉関連
１６合　計

Ｒ２年３月末現在退　　会新　　規Ｈ３１年３月末現在
２３８７０２４５団　体
２２５６０２３１個　人
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茨城県生活学校連絡会などと連携し，県民一人ひとりがʠもったいない”の気持ちを
大切にし，家庭や地域，学校，職場など様々な場において，省エネルギー・省資源・
４Ｒなどの環境保全のための実践活動に取り組む「エコライフ運動」を推進しました。

①食を通じたエコライフ運動の実施
　県民一人ひとりが身近な食を通して，環境に対する理解を深め，家庭や地域など
様々な場面において環境に配慮したライフスタイルの普及・推進に努めました。
【食を通じたエコライフについて学ぶ勉強会】

【食を通じたエコライフに関する活動発表会】

②４Ｒ実践活動の推進
　茨城県生活学校連絡会と連携し，イベント等を通じてエコライフ登録団体等に対
して４Ｒ実践活動を推進しました。
　・県庁（２階県民ホール）でのパネル展示
　・古布，牛乳パック等を使った小物作り
　・地産地消フードマイレージ，エコクッキングの推進普及活動

令和元年５月２２日（水）　１０：００～日　時

第１回

茨城県三の丸庁舎　共用会議室会　場
〇講演会「食品ロスへの取組み」
　講師：茨城大学教育学部教授　西川　陽子 氏
　・食品ロスにおける現状と課題
　・食の安全への対応

内　容

１０１人参加者
令和元年１０月１８日，１１月２６日，１１月３０日，１２月１７日，１２月２４日日　時

第２回

潮来市延方公民館ほか４会場会　場
〇エコクッキング教室
　・食べ切り・使い切り料理（廃棄食材を少なくするためのア
　　イデア料理）の推進について
　・調理実習

内　容

１６０人参加者
令和元年１０月２０日（日）　１０：００～日　時

第３回

潮来市立潮来公民館会　場
○講演会「もったいない みんなでへらそう食品ロス！！」
　講師：ジャーナリスト・環境カウンセラー　崎田　裕子 氏
　　　　・世界と日本の食品ロス
　　　　・どう減らす？くらしの食品ロス

内　容

２１５人参加者

令和２年２月７日（金） １０：００～日　時
茨城県三の丸庁舎　茨城県水戸生涯学習センター大講座室会　場
○各生活学校からの活動報告
○講演会「日本の食文化は残さない食文化」
　　　　　～食品ロス＆プラスチックを考える～
　　講師：茨城大学特任教授　長谷川 幸介 氏

内　容

８８人参加者

ゴミを減らすReduce　（リデュース）

４Ｒ 繰り返し使うReuse　　（リユース）
資源として再利用するRecycle（リサイクル）
いらないものは断るRefuse　（リヒューズ）
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別表１
市町村別地域活動員（ネットワーカー）委嘱者数

令和２年３月３１日現在　
 増減R2.3.31

現在
H31.3.31
現在市　町　村　名増減R2.3.31

現在
H31.3.31
現在市　町　村　名

-５６５７０筑　 西　 市-４３３３７水　 戸　 市

-３２０２３坂　 東　 市-１２１２２日　 立　 市

０４４稲　 敷　 市-２１６１８土　 浦　 市

-５１２１７かすみがうら市-１２０２１古　 河　 市

-１１６１７桜　 川　 市-５７１２石　 岡　 市

０３６３６神　 栖　 市-６２０２６結　 城　 市

２３５３３行　 方　 市-１３４龍 ケ 崎 市

０４４鉾　 田　 市０３４３４下　 妻　 市

０４４つくばみらい市-３２８３１常　 総　 市

-３２１２４小 美 玉 市-２１１１３常 陸 太 田 市

０１１１１茨 城 町

東茨城郡

０１４１４高　 萩　 市

-８５１５９大 洗 町-３２０２３北 茨 城 市

０１１１１城 里 町-６５５６１笠　 間　 市

０１３１３東 海 村那 珂 郡-１９２５４４取　 手　 市

０１０１０大 子 町久 慈 郡-１２４２５牛　 久　 市

-２２７２９美 浦 村

稲 敷 郡

-５２４２９つ く ば 市

１４６４５阿 見 町-３２９３２ひ た ち な か 市

-１２３河 内 町-２１６１８鹿　 嶋　 市

-２１０１２八千代町結 城 郡-１２２２３潮　 来　 市

０１８１８五 霞 町
猿 島 郡

０２８２８守　 谷　 市

-２１３１５境 町-４２６３０常 陸 大 宮 市

５４２３７利 根 町北相馬郡-１１３１４那　 珂　 市

-９４９６０１,０５４合計

３２新規委嘱内訳 １２６解職
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別表２
ネットワーカー等連絡協議会設立状況

令和２年３月３１日現在　
 設立年月日会員数協　議　会　名　称市町村名№

平成２２年９月１１日３１水戸市ネットワーカー連絡協議会水 戸 市１

平成１７年５月２１日２０大好きひたちネットワーク日 立 市２

平成１２年３月２９日１６土浦市ネットワーカー等連絡協議会土 浦 市３

平成１９年９月２３日１古河市ネットワーカー等連絡協議会古 河 市４

平成１４年６月１９日７石岡市ネットワーカー活動連絡協議会石 岡 市５

平成１４年１月３０日２０結城市ネットワーカー等連絡協議会結 城 市６

平成１５年１１月１３日－ネットワークドラゴンズ龍 ケ 崎 市７

平成１８年４月１２日３４下妻市ネットワーカー等連絡協議会下 妻 市８

平成２１年５月１０日２８ネットワーカー常総常 総 市９

平成１９年６月１３日１０おおたネットワーク常陸太田市１０

平成３０年５月１８日１４高萩ネットワーカー連絡協議会高 萩 市１１

平成１４年１１月７日２０大好き北茨城ネットワーカー協議会北 茨 城 市１２

平成１８年５月１５日５５大好きかさまネットワーカー連絡協議会笠 間 市１３

平成１０年１０月９日２４牛久市ネットワーカー連絡協議会牛 久 市１４

平成１４年３月２５日１７つくば市ネットワーカーの会つ く ば 市１５

平成２３年７月２９日２９ひたちなか市ネットワーカー連絡協議会ひたちなか市１６

平成１２年１月１７日１６ネットワーカーかしま鹿 嶋 市１７

平成１５年１０月２日２２潮来市ネットワーカー連絡協議会潮 来 市１８

平成１５年１１月１５日２８守谷市ネットワーカー連絡協議会守 谷 市１９

平成１９年８月１０日２６常陸大宮市ネットワーカー協議会常陸大宮市２０

平成１７年５月１７日１３那珂市ネットワーカー連絡協議会那 珂 市２１

平成１８年５月１８日６５筑西市ネットワーカー協議会筑 西 市２２

平成１７年６月３日２０坂東市ネットワーカー連絡協議会坂 東 市２３

平成１０年９月２４日－新利根町ネットワーカー等連絡協議会稲 敷 市２４

平成１０年１０月２１日－霞ヶ浦地区ネットワーカー等連絡協議会
かすみがうら市

２５

平成１５年７月１４日７かすみがうら市千代田地区ネットワーカー等連絡協議会２６

平成１９年６月１６日１６桜川市ネットワーカー協議会桜 川 市２７
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別表３
市町村県民運動推進組織設立状況

 
登録年度推　進　組　織　名市町村名№

平 成８年 度水戸市住みよいまちづくり推進協議会水 戸 市１

平成１４年度土浦市まちづくり市民会議土 浦 市２

平成１５年度高萩市市民憲章推進協議会高 萩 市３

平成１９年度笠間市民憲章推進協議会笠 間 市４

平成１６年度ふれあい美花市民の会牛 久 市５

平成１２年度小美玉市まちづくり組織連絡会小 美 玉 市６

設立年月日会員数協　議　会　名　称市町村名№

平成１９年１１月２９日３６ネットワーカーかみす神 栖 市２８

平成２７年１１月１９日３４なめがたネットワーカー連絡協議会行 方 市２９

平成１０年１０月９日－鉾田市ネットワーカー等連絡協議会鉾 田 市３０

平成１４年５月３０日－つくばみらい市ネットワーカー等連絡協議会
つくばみらい市

３１

平成１８年３月２３日－やわらネットワーカー連絡協議会３２

平成１８年１１月１３日２１小美玉ネット小 美 玉 市３３

平成１５年１１月２２日９茨城町ネットワーカー等連絡協議会茨 城 町３４

平成２７年１１月２０日４５大洗町ネットワーカー等連絡協議会大 洗 町３５

平成２８年１０月２８日１１しろさとネットワーカー等連絡協議会城 里 町３６

平成１６年３月２２日１３東海村ネットワーカー協議会東 海 村３７

平成２０年４月２４日１０大子町ネットワーカー協議会大 子 町３８

平成２０年４月５日２７大好き美浦村ネットワーカー協議会美 浦 村３９

平成２０年７月２２日４６阿見町ネットワーカー協議会阿 見 町４０

平成１４年９月２０日１０八千代町ネットワーカー等連絡協議会八 千 代 町４１

平成１０年１０月１９日１８五霞町ネットワーカー連絡協議会五 霞 町４２

平成１０年３月４日１３境町ネットワーカー等連絡協議会境 町４３

平成１１年１０月２６日４２利根町ネットワーカー協議会利 根 町４４
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ネットワーカー等連絡協議会及び市町村推進組織設立状況

令和２年３月３１日現在　
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 別表４

令和元年度交流サルーンいばらき利用状況一覧

内　　　　　　　　　　訳
来訪・利用者

開　館
実日数 インターネット

アクセス件数
パソコン
利用者数

印　刷　機会　　議　　室

印刷枚数利　用
団体数利用者数利　用

団体数１日平均総人員

３,７４３１３９５,７４８８０３４６５８４６.５１,１１６２４４月

３,９７７１４８９,４６８７３２８６２６４７.１９８９２１５月

６,５６２１２１０８,２２７７４３７２３５４１.８１,０８７２６６月

７,９８２２０４３,６９７４９３０８３２３９.２９４１２４７月

１３,６８５１５４０,５４３４２２７９２６３５.２８８０２５８月

７,８８１１４７２,６５９６１２８９２９４０.０９６１２４９月

５,９５３５６０,０５４５７３１０３０３５.８７８８２２１０月

６,７７２４３８,１２６５８２１６２３３２.９７５７２３１１月

５,２５５７３０,７３８４１２７７２９３３.０７９１２４１２月

３,６９９６６４,８７３４７２６１２８３５.３７７７２２１月

４,５１７１６４３,３４０４８３３０３０３７.０８５１２３２月

３,６３３１２３３,５５２３７２８７３１２７.８６９５２５３月

７３,６５９１３８７２１,０２５６６７３,５６１３７７３７.６１０,６３３２８３合　計

７１６,７４６３,９７１１７,６５０,４７４１５,４９５６６,７１１７,００２３６.６２０９,３６３５,７２３ 累計
（Ｈ１１．１１．１１～）
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別表５

令和元年度チャレンジいばらき県民運動 後援事業一覧 

団　　体　　名実施期日後　　援　　事　　業　　名番号

茨城県霞ケ浦環境科学
センター９月６日２０１９年度霞ヶ浦水質浄化ポスターコンクール１

ＬＯＶＥ ＴＲＡＩＮ 常総実行委員会
（坂東市企画部市民協働課）８月２５日ＬＯＶＥ ＴＲＥＩＮ　常総

～友達からでもいいですか～２

ひたちなか市ネット
ワーカー連絡協議会１０月２０日すてきな出会い　ふれあいパーティー３

いばらき　新鮮組８月１１日若者挑戦！２０１９　草刈りボランティア４

（社福）茨城県社会福祉協議会
茨城わくわくセンター１０月２３日第２４回茨城県健康福祉祭いばらきねんりん

スポーツ大会５

神栖市うずも美術協会・林の
中の美術展実行委員会

１０月９日～
　１０月１３日第１３回　林の中の美術展６

茨城県立図書館１１月３日いばらき読書フェスティバル２０１９７

（社福）茨城県社会福祉
協議会１０月２５日第６９回茨城県社会福祉大会８

茨城県保健福祉部障害
福祉課

１２月５日～
１２月９日ナイスハートふれあいフェスティバル２０１９９

茨城県生活学校連絡会１０月２０日食品ロス（廃棄食材）講演会１０

利根町ネットワーカー
協議会３月１１日２０２０キャンドルナイト

「東日本大震災復興祈願」（開催中止）１１

茨城県医師会１２月８日第７回茨城県エイズ・性感染症予防啓発大会
（令和元年度ＨＩＶ医療講習会）１２

(公社）茨城県青少年育
成協会２月５日令和元年度　青少年健全育成茨城県推進大会１３

常陸国ＹＯＳＡＫＯＩ祭
り本部委員会

５月１６日～
５月１７日

常陸国ＹＯＳＡＫＯＩ祭り（第１７回ＹＯＳＡＫＯＩ茨
城大会）（開催延期）１４

茨城県生活学校連絡会２月７日茨城県生活学校連絡会研究集会１５

青少年を育てる小美玉
市民の会２月２２日第２９回羽鳥　クイズウォークラリー１６
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令和元年度　歳入歳出決算 

第２号議案

１　歳入の部 （単位：円）

備　　　　考増 減 額
（Ｂ－Ａ）

決 算 額
（Ｂ）

最終予算額
（Ａ）項　　　目

団体会員会費(2,370,000円)
個人会員会費(    102,000円)02,472,0002,472,000１　会費

チャレンジいばらき県民運動補助
(25,375,000円）025,375,00025,375,000２　補助金

05,963,0005,963,000３　委託金

交流サルーンいばらき管理運営
（5,103,000円）

食を通じたエコライフ運動推進事業
(200,000円）

05,303,0005,303,000茨茨城県

花と緑の環境美化コンクール開催費0510,000510,000芋茨城県教育委員会

生活学校関連事業0150,000150,000鰯あしたの日本を創る協会

01,300,0001,300,000４　共催金

花いっぱい運動定着化促進事業0800,000800,000ᾇげんでんふれあい茨城財団

作文コンクール共催金0500,000500,000ᾈ日立財団

利子，交流サルーンの印刷機器等の利用収入
等△ 12,104661,896674,000５　諸収入

3733,995,3733,995,000６　繰越金

△ 11,73139,767,26939,779,000計

（提案理由）

　以下のとおり，令和元年度の歳入歳出決算を報告し，議決承認を求めるものであります。
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 ２　歳出の部 （単位：円）

備　　　　考増 減 額
（Ｂ－Ａ）

決 算 額
（Ｂ）

最終予算額
（Ａ）項　　　目

△ 16,19812,948,80212,965,000１　県民活動事業費

共助社会づくりフォーラム
共助意識の醸成（作文コンクール）
共助社会づくりを実現するための人材
活用（コミュニティワーク）

2,6154,252,6154,250,000茨幸せ人財育成サポート事業費

おもてなし　いばらき花運動
花いっぱい運動定着化促進事業2683,597,2683,597,000ᾈ地域の幸せ力アップ事業費

いばらき幸せ発信事業（広報紙ほか）
県民運動ＰＲのための啓発品
一人ひと自慢ひと幸せ発信運動

△ 22,6984,523,3024,546,000ᾉ幸せ発信力アップ事業費

ＩＴ活用検討会
ＨＰ管理運営3,617575,617572,000ᾊＩＴ活用推進事業費

若い世代とつくる新たな地域づくり
地域活動サポート事業△ 27,1891,992,8112,020,000２　地域活動支援事業費

ＮＰＯ等連携協働促進事業
団体連携事業
交流サルーン管理運営

87,4436,368,4436,281,000３  ＮＰＯ等連携協働事業費

△ 114,09513,765,90513,880,000４　運営費

事務局４人分△ 76,59211,123,40811,200,000茨人件費

理事会，アドバイザー，推進員の旅費
等△ 24,859276,141301,000芋会議費等

賃借料，電話代，郵送料等△ 12,6442,366,3562,379,000ᾉ管理費

000５　予備費

△ 70,03935,075,96135,146,000計

歳入決算額　３９,７６７,２６９円　－　歳出決算額　３５,０７５,９６１円　＝　４,６９１,３０８円
　　　　　　　　　　　　　 　　 差引残高４,６９１,３０８円は，令和２年度に繰り越します。
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第３号議案
令和２年度　事業計画（案）

（提案理由）

　下記のとおり，令和２年度事業計画を提案し，議決承認を求めるものであります。

【運営方針】

　近年の急速な少子高齢化の進展に伴い，社会経済システムや生活スタイルが大きく変化
し，人々の価値観やニーズの多様化，家族形態や就労形態の脆弱化など社会情勢は大きく
変化する中，県民が幸せと感じる社会づくりが急務となっております。
　このような中，茨城県では新しい茨城づくりに向けた総合計画を策定し，「活力があり，
県民が日本一幸せな県の実現」に向けた「新しい茨城づくり」を進めているところです。

　こうした中，「チャレンジいばらき県民運動」は，平成７年９月に設立された「大好き
いばらき県民会議」の基本理念を引き継ぎ，福祉，環境，青少年，防犯など様々な分野で
の地域活動・市民活動を，県民，団体，企業，行政が手をつないで支えあい，共助による
新しい茨城の実現に向けて，社会の課題に挑戦する県民運動を展開してまいります。

　県民運動の企画や事業内容につきましては，グループリーダー・アドバイザーなどの外
部有識者の意見を求めながら，身近な地域課題を自ら解決しようとする意識を持った人財
を活用するとともに，県民の共助意識の醸成を図り，県民，ＮＰＯ，団体などが連携しなが
ら，身近な地域課題の解決に挑戦する県民の主体的な県民運動を進めます。
　また，企業や大学などと連携しながら，次世代を担う新たな人づくりのサポートや地域
の活動支援を進めるとともに，若い世代が県民運動に参加しやすい環境づくりを推進しま
す。

【県民運動の展開】

１　幸せ人財育成のサポート
　身近な地域課題を県民自ら解決し，住民自治を実践する人財や子どもたちの「思いや
り」の心を醸成し，地域社会に貢献できる人財育成のサポートに取り組みます。
（１）県民運動への参加意識を醸成するためのフォーラムの開催
（２）地域社会に貢献できる人財育成の推進
　　　・コミュニティワーク実践講座事業の実施
　　　・小中学生を対象とした共助意識醸成のための作文コンクールの実施　など

２　地域の幸せ力アップ
　地域に暮らす一人ひとりが，地域の担い手として支え合い，心豊かで持続可能なコ
ミュニティの形成を進めるとともに，企業や大学と協働し，若者が主体的に取り組む地
域活動やネットワークづくりを支援します。
（１）地域住民の共通の目的と共感でつながる県民運動の推進
　　　・東京オリンピックに向けたおもてなし運動の実施
　　　・環境美化，交通安全運動，あいさつ・声かけ運動
　　　・ＩＣＴを活用した県民運動の大規模化　など
（２）企業や大学と協働し，若者が主体的に取り組む地域活動やネットワークづくりの支援
　　　・地域活動員（ネットワーカー）と企業や大学，学生の協働による地域活動の推進　など
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３　幸せ発信力アップ
　地域で活躍する人，伝統文化，方言や豊かな自然など本県の素晴らしい資源を発信し，
茨城の豊かさを自慢する力を養い，魅力度向上に取り組みます。
（１）ＳＮＳ等の媒体を活用した本県の魅力紹介
　　　・インターネット，ＳＮＳ等各種ツールを活用したチャレンジいばらき県民運動事
　　　　業の発信，ネットワーカー等連絡協議会の活動情報などの紹介
　　　・広報紙「ちゃれいばレター」の発行　など
（２）地域資源の発見・発信強化
　　　・地域活動員（ネットワーカー）を通じた地域資源・地域情報の発見と，地域資
　　　　源・地域情報のインターネットを活用した紹介　など

４　ＩＴの活用による幸せ力向上のサポート
　　ＩＴを活用した県民運動を展開するための検討を進めてまいります。

５　県内地域における県民運動の推進
（１）県民・ＮＰＯ・企業・団体・大学・行政などによる協働の取り組みを推進します。
（２）地域活動員（ネットワーカー）や市町村との連携を密にし，県民運動の地域への
　　　浸透を図り，地域課題の解決につなげます。
（３）「交流サルーンいばらき」における地域活動団体の主体的な学びあいの場「寺子
　　　屋サルーン」の開催により地域活動を支援します。
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第４号議案
令和２年度　歳入歳出予算（案）

（提案理由）

　別記のとおり，令和２年度歳入歳出予算を提案し，議決承認を求めるものであります。
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令和２年度　歳入歳出予算（案）

 

別記

１　歳入の部 （単位：千円）

備　　　　考増 減 額
（Ａ－Ｂ）

前年度当初
予算額（Ｂ）

当初予算額
（Ａ）項　　　目

△ 822,9122,830１　会費
組織会員会費(238団体：2,380千円)
＜増減要因＞
・団体会員の減（△70千円）

△ 702,4502,380茨会  費

個人会員賛助金(225人：450千円)
＜増減要因＞
・賛助会員の減（△12千円）

△ 12462450芋賛助金

027,57527,575２　補助金
チャレンジいばらき県民運動補助027,57527,575茨茨城県

06,0136,013３　委託金
交流サルーン管理運営委託(5,103千円）
食を通じたエコライフ運動事業委託（200千円）05,3035,303茨茨城県

花と緑の環境美化コンクール委託0510510芋茨城県教育委員会
0200200鰯あしたの日本を創る協会

△ 1001,3001,200４　共催金
花いっぱい運動定着化促進事業
＜増減要因＞
・共催金の増（400千円）

4008001,200茨げんでんふれあい茨城財団

＜増減要因＞
・日立財団における事業廃止（皆減）△ 5005000芋日立財団

利子　等0900900５　諸収入
6963,9954,691６　繰越金
51442,69543,209計

２　歳出の部 （単位：千円）

備　　　　考増 減 額
（Ａ－Ｂ）

前年度当初
予算額（Ｂ）

当初予算額
（Ａ）項　　　目

2,35013,89016,240１　県民活動事業費
・共助社会づくりフォーラム（800千円）
・【拡充】共助社会づくりを実現するための人財
　活用（4,000千円）
・共助意識の醸成（作文コンクール）（1,200千円）
＜増減要因＞
・共助社会づくりフォーラムの減（△200千円）
・共助社会づくりを実現するための人財活用の増（1,000千円）

8005,2006,000茨幸せ人財育成サポート事業費

・【拡充】おもてなし　いばらき花運動（2,900千円）
・花いっぱい運動定着化促進事業（1,800千円）
＜増減要因＞
・東京オリンピックに向けたおもてなし運動によ
　る増（1,000千円）
・花いっぱい運動定着化促進事業の増（200千円）

1,2003,5004,700芋地域の幸せ力アップ事業費

・一人ひと自慢ひと幸せ発信運動（70千円）
・いばらき幸せ発信事業（広報紙発行など）
　（2,000千円）
・県民運動ＰＲのための啓発品（2,850千円）
＜増減要因＞
・県民運動PRのための啓発品の増（350千円）

3504,5704,920鰯幸せ発信力アップ事業費

・ＩＴ活用検討会（50千円）
・ＨＰ管理費（570千円）0620620ᾊＩＴ活用推進事業費

・若い世代とつくる新たな地域づくり（1,500千円）
・地域活動サポート事業費（1,700千円）
【増減要因】
・地域活動サポート事業費の減（△400千円）

△ 4003,6003,200２　地域活動支援事業費

・ＮＰＯ等連携協働促進事業費（300千円）
・団体連携事業費（700千円）
・交流サルーン管理運営費（6,000千円）
＜増減要因＞
・ＮＰＯ等連携協働促進事業費の減（△200千円）

△ 2007,2007,000３　ＮＰＯ等連携協働事業費

△ 1,23617,00515,769４　運営費
事務局4名分の人件費33310,87111,204茨人件費
理事会，アドバイザー，推進員の旅費等△ 7001,500800芋会議費等
消耗品費，印刷製本費，通信運搬費，各種負担金　など△ 8694,6343,765鰯管理費

01,0001,000５　予備費
51442,69543,209計
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第５号議案
役員の選任（案）について

（提案理由）
　副会長１名，理事３名及び監事１名の退任に伴い，チャレンジいばらき県民運動規約第
５条の規定により，補充役員の選任を求めるものであります。

任期：令和３年３月３１日まで
 所　　　属　　　等氏　　名役職名

茨城県市長会会長山 口 伸 樹副 会 長
茨城県学校長会会長小野瀬　繁　子理 事
公益財団法人茨城県国際交流協会理事長鈴 木 哲 也
環境保全茨城県民会議副議長堀 井 武 重
茨城県県民生活環境部次長松 浦 浩 生監 事
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チャレンジいばらき県民運動役員一覧
 

所　　　属　　　等氏　　名役職名
茨城県知事大井川　和　彦会　 長
茨城県市長会会長山 口 伸 樹

副 会 長
茨城県町村会会長染 谷 森 雄
茨城トヨタ自動車株式会社会長幡　谷　浩　史理 事 長
茨城県産業会議議長阿　部　真　也

副理事長
茨城トヨペット株式会社代表取締役社長幡 谷 定 俊
チャレンジいばらき県民運動小　林　由士郎専務理事
特定非営利活動法人ひと・まちねっとわーく理事長池 田　 馨理 事
公益財団法人茨城県老人クラブ連合会会長伊 藤 達 也
茨城県学校長会会長小野瀬　繁　子
株式会社いばらきスポーツタウン・マネジメント
代表取締役社長・ゼネラルマネージャー

川 﨑 篤 之

茨城県自治会連合会会長川 﨑 幸 良
茨城県地域女性団体連絡会副会長久信田　もと子
公益社団法人茨城県青少年育成協会副会長小松澤　秀　幸
茨城県青年団体連盟会長佐 川 雄 太
茨城県生活協同組合連合会会長理事佐 藤 洋 一
茨城県交通安全母の会連合会副会長鈴 木 恵 子
公益財団法人茨城県国際交流協会理事長鈴 木 哲 也
株式会社茨城放送 常務取締役髙 橋 正 良
茨城県農業協同組合中央会総務企画部長寺 山 正 史
株式会社茨城新聞社代表取締役社長沼 田 安 広
茨城県生活学校連絡会副会長福　島　ヤヨヒ
環境保全茨城県民会議副議長堀 井 武 重
一般社団法人茨城県女性起業家支援ネットワーク
代表理事

松 橋 裕 子

株式会社ユニキャスト代表取締役三ツ堀　裕　太
社会福祉法人茨城県社会福祉協議会会長森 戸 久 雄
茨城県県民生活環境部長矢 口 和 博
茨城県消費者団体連絡会副会長吉 野 寛 美
オフィス ジブラッシュ代表鷲 田 美 加
茨城県都市教育長協議会副会長赤 荻 利 夫監 事
茨城県県民生活環境部次長松 浦 浩 生
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資料１
チャレンジいばらき県民運動　規約

（名　称）
第１条  この会は，チャレンジいばらき県民運動（以下「当会」という。）という。

（目　的）
第２条  当会は，やさしさとふれあいのある茨城づくりと県民運動を通しての新しい茨城の
イメージづくりをめざすとともに，県民一人一人が幸せを実感でき，共助による新しい
茨城の実現を目指し，県民の主体的な県民運動を推進することを目的とする。

（構　成）
第３条  当会は，前条の目的に賛同する市町村県民運動推進組織，広域的・機能別県民運動
団体，地域活動団体，企業，大学，市町村及び県（以下「団体等」という。）で構成す
る。

（事　業）
第４条　当会は，第２条の目的を達成するため，次の事業を行う。
　(１) 県民運動の推進方策の企画・立案及び推進に関すること
　(２) 県民運動関係団体との連携・支援に関すること
　(３) 地域活動員（ネットワーカー）の委嘱及び活動促進に関すること
　(４) 生活学校・生活会議の育成に関すること
　(５) 県民運動に関する情報・資料の収集及び提供に関すること
　(６) 県民運動の奨励及び表彰に関すること
　(７) 県民運動の広報・啓発に関すること
　(８) 県民運動に関する調査研究に関すること
　(９) その他，目的達成に必要な事業

（役　員）
第５条　当会に次の役員を置く。
（１） 会　長　　　　１　名
（２） 副会長　　　　若干名
（３） 理事長　　　　１　名
（４） 副理事長　　　若干名
（５） 専務理事　　　１　名
（６） 理　事    　　　３０名以内（理事長，副理事長及び専務理事を含む。）
（７） 監　事    　　　２　名
２　会長，副会長，理事及び監事は総会で選任する。
３　理事長，副理事長及び専務理事は，理事会において互選する。

（役員の職務）
第６条　会長は，当会を代表する。
２　副会長は，会長を補佐し，会長に事故あるときは，その職務を代行する。
３　会長及び副会長は，必要と認めるとき，理事会に出席して意見を述べることができる。
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４　理事長は，当会の会務を総括する。
５　副理事長は，理事長を補佐し，理事長に事故あるときは，その職務を代行する。
６　専務理事は，理事長及び副理事長を補佐し，当会の会務を処理する。
７　理事は，理事会を構成し，必要な事項を審議する。
８　監事は，会計その他の事務を監査する。

（役員の任期）
第７条　役員の任期は２年とし，再任を妨げない。
２  補欠のため（定数の増加に伴う補充も含む。）選任された役員の任期は，前任者の残任
期間とする。
３　前２項の規定にかかわらず，任期の末日において後任の役員が選任されていない場合
には，任期の末日後最初の総会が終結するまでその任期を伸長する。

（顧　問）
第８条  当会に顧問を置くことができる。
２　顧問は，会長が委嘱する。
３　顧問は，重要事項について会長の諮問に応じる。

（アドバイザー）
第９条　当会にアドバイザーを置く。
２　アドバイザーは，理事長が委嘱する。
３　アドバイザーは，県民運動の推進方策の企画・立案に助言する。

（会　議）
第１０条　当会の会議は，総会，理事会とする。
２　総会は，第３条に規定する団体等の代表者で構成し，会長が招集する。
３　総会は，理事長が議長となり，次の事項を審議決定する。
　（１）規約の制定及び改廃に関すること
　（２）事業計画に関すること
　（３）予算及び決算に関すること
　（４）会長，副会長，理事及び監事の選任に関すること
　（５）その他重要事項に関すること
４　理事会は，理事長が招集して議長となり，次の事項を審議決定する。
　（１）総会への付託事項に関すること
　（２）団体等の入会に関すること
　（３）県民運動の推進方策に関すること
　（４）会務の執行に関すること
　（５）その他必要と認められる事項に関すること
５（１）会議は，構成員（総会の場合は第３条に規定する団体等の代表者，理事会の場合

は理事）の２分の１以上の出席をもって成立する。
　（２）会議の議事は，出席者の過半数で決定し，可否同数のときは，議長の決するとこ

ろによる。
　（３）やむを得ない理由により会議に出席できない構成員は，他の構成員を代理人とし

て表決を委任することができる。この場合，会議に出席したものとみなす。
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（書面による審議）
第１１条　理事長は，必要があると認めたときは，書面をもって理事の意見を求めて，理事
　会の議決に代えることができる。

（理事長の専決）
第１２条　理事長は，総会が招集されるいとまのない場合は，理事会に諮りこれを専決処分
　することができる。
２　理事長は，前項の規定により専決処分したときは，次の総会に報告しなければならな
　い。

（グループの設置）
第１３条　当会の事業を効果的かつ円滑に推進するためグループを置く。
２　グループにグループリーダーを置く。
３　グループに必要な事項は，理事会に諮って理事長が別に定める。

（グループリーダー・アドバイザー会議）
第１４条　県民運動の推進方策の企画・立案及び推進のためグループリーダー・アドバイ
ザー会議（以下「グループリーダー会議」という。）を設ける。
２　グループリーダー会議に必要な事項は，理事会に諮って理事長が別に定める。

（個人会員）
第１５条　当会の目的に賛同し，その活動に参加，協力する個人は，個人会員となることが
　できる。
２　個人会員は，賛助会員とする。
３　その他必要な事項は，理事長が別に定める。　

（会　計）
第１６条　当会の経費は，会費，補助金，委託金，共催金，賛助金，その他の収入をもって
　充てる。
２　団体等は，原則として年額一口１万円とする。
３　個人会員の賛助金は，原則として年額一口２千円とする。
４　当会の会計年度は，毎年４月１日に始まり，翌年３月３１日をもって終わる。

（事務局）
第１７条　当会の事務を処理するため，当分の間，事務局を茨城県県民生活環境部女性活
躍・県民協働課内に置く。
２  事務局の規程は，理事長が別に定める。

（その他）
第１８条　この規約に定めるもののほか，当会の運営に関し必要な事項は，理事長が定める。

　　　　付　　則
この規約は，平成３０年５月２９日から施行する。
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資料２
チャレンジいばらき県民運動　グループ設置要項

（設置の目的）
第１条　チャレンジいばらき県民運動の事業を効果的かつ円滑に推進するため，チャレン
ジいばらき県民運動規約（以下「規約」という。）第13条の規定に基づき，次のグルー
プを置く。
　（１）人財サポートグループ
　（２）地域活動支援グループ
　（３）魅力発見・発信グループ
　（４）ＩＴ活用グループ

（分掌事項）
第２条　グループの分掌事項は，次のとおりとする。
　（１）人財サポートグループ
　　　①次世代を担う人財づくりの運動に関すること。
　　　②豊かさを誇れる人財づくりの運動に関すること。
　（２）地域活動支援グループ
　　　①共助による新しいコミュニティづくりの運動に関すること。
　　　②住み続けたくなるまちづくりの運動に関すること。
　（３）魅力発見・発信グループ
　　　①魅力発見・発信の運動に関すること。
　　　②ＩＴの普及に関すること。
　（４）ＩＴ活用グループ
　　　①ＩＴを活用した県民運動の検討に関すること。
　　　②各グループの横断的な支援に関すること。

（構成員）
第３条　グループ分掌事項実施のため県民活動推進員（以下「推進員」という。）を選任
　する。
２　推進員は，学識経験者，有識者，県民運動実践者及び行政に携わる者のうちから，理
　事会に諮って理事長が選任する。
３　推進員の人数は４０名程度とする。
４　推進員は，原則として第２条のいずれかのグループに所属するものとする。

（推進員の任期）
第４条　推進員の任期は１期２年とし，再任を妨げない。
２　補欠のため（定数の増加に伴う補充を含む）選任された推進員の任期は，前任者の残
　任期間とする。

（ゼネラルマネージャー）
第５条　各グループの調整役として，ゼネラルマネージャー（以下「ＧＭ」という。）を置
　くことができる。
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２　ＧＭは，推進員のうちから事務局長が選任する。
３　ＧＭの任期は１年とし，再任を妨げない。

（グループの役員）
第６条　グループの役員として，グループリーダー（以下「リーダー」という。）及びサ
　ブリーダーを置く。
２　グループの役員は，各グループにおいて互選する。
３　リーダーは，グループを代表し，グループの会務を総括する。
４　サブリーダーは，リーダーを補佐し，リーダーに事故があるとき若しくはリーダーが
　欠けたときは，その職務を代行する。
５  各グループの役員の任期は１年とし，再任を妨げない。

（会　議）
第７条　グループ会議は，リーダーが招集し，会議の議長となる。

（その他）
第８条　この要項に定めのあるもののほか，グループの運営に関して必要な事項は，理事
　長が別に定める。

　　　付　則
１　この要項は，平成３０年７月３日から施行する。
２　旧県民運動推進委員の残任期間は，第４条の規定にかかわらず，これを引き継ぐもの
　とする。

　　　付　則
　　この要項は，令和２年３月２４日から施行する。
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資料３
チャレンジいばらき県民運動

グループリーダー・アドバイザー会議設置要項

（設置の目的）
第１条　県民運動の推進方策の企画・立案及び推進のため，グループリーダー・アドバイ
ザー会議（以下「グループリーダー等会議」という。）を置く。

（構成員）
第２条　グループリーダー等会議の構成員は，チャレンジいばらき県民運動規約（以下
「規約」という。）第９条に規定するアドバイザー及び規約第１３条に規定するグループ
リーダーとする。

（会議）
第３条　グループリーダー等会議は，事務局長が招集し，会議の議長となる。

（その他）
第４条　この要項に定めのあるもののほか，グループリーダー等会議の運営に関して必要
な事項は，理事長が別に定める。

　　　付　則
　　この要項は，平成３０年７月３日から施行する。
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資料４

チャレンジいばらき県民運動　会員名簿

令和２年４月１日現在 　　　　　　
　　　　　 〔会員数総括表〕
 

会　員　数区　　　　　分

６　市町村県民運動推進組織

８２　県域団体

１０５　企　業

４４　市町村会員

１　県

２３８　合　　　　　　計

２２５人個人会員
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 市町村推進組織（６）
小美玉市まちづくり組織連絡会１
笠間市民憲章推進協議会２
高萩市市民憲章推進協議会３

団体（８２）
ＮＰＯ法人アスク１
茨城空港利用促進等協議会２
「茨城アジア教育基金」を支える会３
（一社）茨城県安全運転管理協会４
（一社）茨城県医師会５
（公社）茨城県栄養士会６
（公財）茨城県開発公社７
（公財）茨城県学校給食会８
茨城県学校長会９
（一社）茨城県環境管理協会１０
（公社）茨城県看護協会１１
（一社）茨城県経営者協会１２
（一財）茨城県建設技術公社１３
（一社）茨城県建築士会１４
（一社）茨城県建築士事務所協会１５
（一社）茨城県高圧ガス保安協会１６
（一財）茨城県交通安全協会１７
茨城県交通安全母の会連合会１８
茨城県高等学校長協会１９
茨城県高等学校ＰＴＡ連合会２０
（公財）茨城県国際交流協会２１
茨城県国民健康保険団体連合会２２
茨城産業会議２３
（公社）茨城県歯科医師会２４
茨城県自治会連合会２５
茨城県市長会・町村会２６
茨城県自動車販売店交通安全対策推進協議会２７
茨城県社会教育振興協議会２８
（社福）茨城県社会福祉協議会２９
茨城県商工会議所女性会連合会３０
茨城県商工会議所青年部連合会３１
茨城県商工会議所連合会３２
茨城県商工会女性部連合会３３
茨城県商工会青年部連合会３４
茨城県商工会連合会３５
茨城県少年団体連絡協議会３６
茨城県消費者団体連絡会３７
茨城県食生活改善推進員協議会３８
（公社）茨城県食品衛生協会３９
茨城県生活学校連絡会４０
茨城県生活協同組合連合会４１
（公社）茨城県青少年育成協会４２
茨城県青年団体連盟４３
茨城県セーリング連盟４４
（一社）茨城県造園建設業協会４５
（公財）茨城県体育協会４６
茨城県地域女性団体連絡会４７
茨城県中小企業団体中央会４８
茨城県庁生活協同組合４９
茨城県土地改良事業団体連合会５０

土浦市まちづくり市民会議４
ふれあい美花市民の会５
水戸市住みよいまちづくり推進協議会６

茨城県農業協同組合中央会５１
茨城県農業法人協会５２
茨城県ＰＴＡ連絡協議会５３
茨城県保育協議会５４
茨城県民間保育協議会５５
（公社）茨城県薬剤師会５６
茨城県幼少年婦人防火委員会５７
（公社）茨城県臨床検査技師会５８
（公財）茨城県老人クラブ連合会５９
いばらきコープ生活協同組合６０
茨城ダルク今日も一日ハウス６１
茨城文化団体連合６２
ＮＰＯ法人エコグリーンいばらき６３
ＮＰＯ法人エコレン６４
かいつむりの会６５
笠間稲荷神社６６
霞ヶ浦問題協議会６７
学校法人木村学園　石岡幼稚園６８
環境保全茨城県民会議６９
下館輪投げの会７０
ＮＰＯ法人障害者雇用促進協会７１
（社福）自立奉仕会　７２
生活協同組合パルシステム茨城 栃木７３
生活支援ネットワーク・介護セブン７４
（社福）聖隷会 しらゆり保育園７５
ＮＰＯ法人筑波山環境クラブ７６
ＮＰＯ法人ひと・まちねっとわーく７７
艫づな会７８
（公社）日本青年会議所関東地区茨城ブロック協議会７９
ひたちなかユネスコ協会８０
（社福）芳香会８１
ＮＰＯ法人ぽかぽかくらぶ８２
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企業（１０５）
（株）秋山工務店１
（株）あけぼの印刷社２
アサヒビール（株）茨城工場３
イオンリテール（株）北関東カンパニー茨城事業部４
（株）石川工業所５
茨城いすゞ自動車（株）６
茨城県信用組合７
茨城ケント販売（株）８
茨城工芸産業（株）９
茨城交通（株）１０
（株）茨城新聞社１１
茨城水産（株）１２
茨城倉庫（株）１３
茨城トヨタ自動車（株）１４
茨城トヨペット（株）１５
茨城日産自動車（株）１６
（株）茨城放送１７
（株）茨城ポートオーソリティ１８
（株）ウライ文具１９
ウルノ商事（株）２０
NTT東日本（株）茨城支店２１
オークラフロンティアホテルつくば２２
（株）大塚製作所２３
大富印刷（株）２４
（株）笠間印刷所２５
鹿島都市開発（株）２６
鹿島埠頭（株）２７
鹿島臨海工業地帯企業連絡協議会２８
鹿島臨海鉄道㈱２９
（株）カスミ３０
株木建設（株）茨城本店３１
（株）沼田機業３２
（株）ルックアット３３
亀印製菓（株）３４
関東印刷（株）３５
木内酒造合資会社３６
（株）きど印刷所３７
キリンビール（株）取手工場３８
近畿日本ツーリスト（株）水戸支店３９
（株）ケーズホールディングス４０
（有）こうじや４１
（株）光和印刷４２
コスモ綜合建設（株）４３
（株）寿４４
五洋建設（株）茨城営業所４５
（株）笹目宗兵衛商店４６
三の丸ホテル４７
JX金属（株）４８
（株）ジョイフル本田４９
（株）常陽銀行５０
常洋水産（株）５１
昭和建設（株）５２
鈴縫工業（株）５３
（医）青藍会 大場内科クリニック５４
（医）聖和会 つくば病院５５
（株）セイワ食品５６
関彰商事（株）５７
（株）タイヘイ５８
（株）高野高速印刷５９
（株）タナカ６０

（株）田中企画　水戸営業所６１
（株）月の井酒造店６２
（株）筑波銀行６３
（株）つくば研究支援センター６４
東京海上日動火災保険（株）茨城自動車営業部営業部第１課６５
（有）東京総合染色６６
（株）トビタ文具６７
トヨタＬ＆Ｆ茨城（株）６８
（株）トヨタレンタリース茨城６９
中川ヒューム管工業（株）７０
（株）奈良屋７１
（株）西山工務店７２
日東電気（株）７３
日東メンテナンス（株）７４
日本放送協会　水戸放送局７５
（株）日本クリエート茨城７６
日本原子力発電（株）東海事業本部地域共生部茨城事務所７７
損害保険ジャパン日本興亜（株）７８
日本たばこ産業（株）東関東支社７９
（株）ヌマタ商事８０
ネッツトヨタ水戸（株）８１
ハタヤ商事（株）８２
（株）幡谷本店８３
（株）日立製作所８４
日立セメント（株）８５
（株）フジタビジネスマシンズ８６
（株）冨士菱８７
（株）富士屋ホテル８８
（株）双葉８９
（株）ヘレナメディアリサーチ９０
北越コーポレーション（株）関東工場９１
ホテルレイクビュー水戸９２
（株）水戸京成百貨店９３
水戸京成ホテル（株）９４
（有）水戸山翠商事９５
水戸自動車工業（株）９６
水戸信用金庫９７
水戸中央青果（株）９８
水戸ヤクルト販売（株）９９
（有）ミノワ印刷１００
明利酒類（株）１０１
八幡印刷（株）水戸営業所１０２
結城信用金庫１０３
（株）竜ケ崎自動車教習所１０４
（有）和敬ビル１０５
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 市町村（４４）
水戸市１
日立市２
土浦市３
古河市４
石岡市５
結城市６
龍ケ崎市７
下妻市８
常総市９
常陸太田市１０
高萩市１１
北茨城市１２
笠間市１３
取手市１４
牛久市１５
つくば市１６
ひたちなか市１７
鹿嶋市１８
潮来市１９
守谷市２０
常陸大宮市２１
那珂市２２

県（１）
茨城県（女性活躍・県民協働課）１

筑西市２３
坂東市２４
稲敷市２５
かすみがうら市２６
桜川市２７
神栖市２８
行方市２９
鉾田市３０
つくばみらい市３１
小美玉市３２
茨城町３３
大洗町３４
城里町３５
東海村３６
大子町３７
美浦村３８
阿見町３９
河内町４０
八千代町４１
五霞町４２
境町４３
利根町４４
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資料５

チャレンジいばらき県民運動　アドバイザー名簿

令和２年４月１日現在
 備　考分　野所　　　　属氏　　名

企業・大学との連携地域活動支援株式会社いばらきスポーツタウン・マネジメント川 﨑 篤 之１

企業・大学との連携地域活動支援一般社団法人カミスガプロジェクト菊 池 一 俊２

広報スタイル魅力発見・発信いばらき広報戦略アドバイザー助 田 徹 臣３

若い世代の参加促進地域活動支援一般社団法人茨城県女性起業家支援ネットワーク松 橋 裕 子４

ＩＴ活用魅力発見・発信株式会社ユニキャスト三ツ堀　裕　太５

新しい共助社会づくり地域活動支援特定非営利活動法人セカンドリーグ茨城横須賀　聡　子６

若い世代の参加促進地域活動支援オフィス ジブラッシュ鷲 田 美 加７
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資料６

チャレンジいばらき県民運動　県民活動推進員名簿

令和２年４月１日現在
 備考期 数所　　　属　　　等氏　　名番号

４期坂東市ネットワーカー連絡協議会飯 住 澄 夫１

３期ひたちなか市ネットワーカー連絡協議会飯 村 歳 永２

２期ＣｏｄｅｒＤｏｊｏ　Ｍｉｔｏ井 川 健 一３

４期大子町ネットワーカー協議会池 田 智 子４

３期小美玉ネット井 坂 英 二５

１期茨城県生活協同組合連合会井 坂　 寛６

３期常陸大宮市ネットワーカー協議会大久保　昌　義７

４期水戸黄門漫遊一座大 貫 重 信８

２期茨城県PTA連絡協議会加 藤 欣 一９

４期那珂市ネットワーカー連絡協議会川 上 正 廣１０

２期いばらきマリッジサポーター県北地域活動協議会川 野 和 彦１１

４期いばらきマリッジサポーター県央地域活動協議会河 野 公 房１２

３期大好きかさまネットワーカー連絡協議会菊 地 寿 代１３

１期水戸市地域女性団体連絡会小 圷 明 美１４

４期那珂市消防団女性消防部後 藤 京 子１５

３期美野里生活学校島 田 百 子１６

２期なめがたネットワーカー連絡協議会菅 谷 京 子１７

１期下妻生活学校高　野　サタコ１８

１期特定非営利活動法人ひと・まちねっとわーく髙 野　 茂１９

３期水戸市環境保全会議髙 橋 正 道２０

４期日本ボーイスカウト茨城県連盟竹　内　由比子２１

３期日本ボーイスカウト茨城県連盟寺 内 義 與２２

１期取手生活学校中 村 久 子２３

ゼネラルマネージャー４期利根町ネットワーカー協議会　西 村 重 之２４

４期茨城町ネットワーカー等連絡協議会　福　原　千穂子２５

２期メサフレンドシップ福 間 智 子２６

４期守谷市ネットワーカー連絡協議会堀 込 安 子２７

２期一般社団法人ガールスカウト茨城県連盟松 山 美 子２８
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資料７

チャレンジいばらき県民運動　組織体系図



令和２年度

総　会　資　料

                と　き　令和元年５月２８日（火）
　　　　  ところ　茨城県総合福祉会館　コミュニティホール

チャレンジいばらき県民運動

事務局：〒３１０－００１１
　　　　水戸市三の丸１－５－３８　茨城県三の丸庁舎２階
　　　　ＴＥＬ：０２９－２２４－８１２０
　　　　ＦＡＸ：０２９－２３３－００３０
　　　　ホームページＵＲＬ：https://challenge-ibaraki.jp
　　　　Ｅメールアドレス：info@challenge-ibaraki.jp
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